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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第41期
第３四半期
連結累計期間

第42期
第３四半期
連結累計期間

第41期

会計期間
自2020年４月１日
至2020年12月31日

自2021年４月１日
至2021年12月31日

自2020年４月１日
至2021年３月31日

売上高 （千円） 14,534,289 17,569,917 19,360,728

経常利益 （千円） 1,916,854 3,276,172 2,123,085

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 1,326,755 2,284,028 1,463,395

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,632,895 2,636,829 2,002,284

純資産額 （千円） 10,318,097 12,457,968 10,687,486

総資産額 （千円） 13,975,636 17,061,789 15,103,760

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 70.43 121.25 77.69

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 73.8 73.0 70.7

 

回次
第41期
第３四半期
連結会計期間

第42期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自2020年10月１日
至2020年12月31日

自2021年10月１日
至2021年12月31日

１株当たり四半期純利益又は１株

当たり四半期純損失（△）
（円） △5.14 20.93

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前第３四半期連結会計期間並びに前連結会計年度に係

る主要な経営指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前年同四半期連結累計期間及び前連結会計年度と

の比較・分析を行っております。

（1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

　当第３四半期連結累計期間における日本経済は、新型コロナウイルスに対するワクチン接種の進展に伴う感染者数

の減少や緊急事態宣言の解除等により行動制限が緩和される中、経済活動や個人消費が回復に向かう等、景気に持ち

直しの動きが見られました。しかしながら、2021年12月以降はオミクロン株等の変異株による感染者が急速に増加す

る等、感染再拡大のリスクは依然として解消されておらず、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

　また、国内の雇用情勢につきましては、11月の有効求人倍率（季節調整値）が1.15倍、完全失業率（季節調整値）

が2.8％と一進一退の状況が続いております。

　このような事業環境の中、当社グループでは新たな注力分野の開拓、グループ内での連携強化等により、人材に関

する顧客企業の課題解決をサポートし、他社との差別化や顧客満足度の向上に取り組みました。さらに、業績拡大に

向けた営業体制の再構築にも取り組み、事業基盤の強化も進めてまいりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は17,569百万円（前年同四半期比20.9％

増）、営業利益は3,238百万円（同85.5％増）、経常利益は3,276百万円（同70.9％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は2,284百万円（同72.2％増）となり、売上高・利益とも同期間における過去最高を更新いたしました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　なお、前連結会計年度において、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較については、前

年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較分析しております。

（人材サービス事業）

１．人材紹介

　人材紹介では、コロナ禍第５波の落ち着きもあり、建設や電機・機械、製薬等の分野で企業の採用ニーズは旺盛な

状況が続きました。また、半導体不足や東南アジアからの部品供給の遅れに伴う減産の影響によりやや鈍化していた

自動車業界の採用マインドにも回復の動きが見られました。さらに、医療機関や介護施設等における看護師の採用

ニーズも依然として旺盛な状況が続きました。こうした事業環境を背景に、求人企業及び転職希望者との面談強化、

注力分野の絞り込みと市況変化に応じた迅速かつきめ細やかな対応に取り組んだ結果、建設関連職種や各種エンジニ

ア、製薬関連職種等を対象とした特定領域の人材紹介、看護師紹介ともに、業績は順調に拡大しました。

２．人材派遣・紹介予定派遣・業務請負等

　人材派遣・紹介予定派遣・業務請負等では、医療・福祉分野における看護師ニーズが依然として高い水準で推移す

る中、コロナワクチン接種スタッフやコールセンタースタッフ等の新型コロナウイルス関連の派遣ニーズが発生した

ことにより、看護師派遣の業績は引き続き順調に推移しました。また、保育士派遣についても、堅調な派遣ニーズを

背景に業績は順調に拡大しました。

　これらの結果、人材サービス事業の売上高は12,218百万円（前年同四半期比20.5％増）、営業利益は2,897百万円

（同36.3％増）となりました。

（リクルーティング事業）

　リクルーティング事業では、中途採用領域については、2021年10月の緊急事態宣言解除を受けて採用活動を抑制し

ていた飲食業や販売業、サービス業の採用ニーズが大幅に回復する中、引き続き顧客開拓や営業強化に取り組んだ注

力商品であるIndeedの取り扱いが順調に拡大しました。また、採用ニーズの改善を背景に、その他の正社員及びアル

バイト・パート募集のための求人広告の取り扱いが好調だったほか、派遣登録スタッフ募集のための求人広告の取り

扱いも堅調でした。一方、新卒採用領域はほぼ横ばいで推移しました。

　また、採用広告取り扱い以外のサービスも、2020年６月よりグループ入りしたジャンプ㈱による、新卒及び中途採

用戦略構築のためのコンサルティングやオンラインインターンシップの企画提案、採用担当者向け研修、採用サイト

制作等が加わり増収となりました。

　この結果、リクルーティング事業の売上高は1,900百万円（前年同四半期比30.2％増）、営業利益は287百万円（前

年同四半期は営業損失14百万円）となりました。
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（情報出版事業）

　情報出版事業では、石川県及び富山県に適用されたまん延防止等重点措置が2021年９月に解除されたことを受け、

顧客の販促マインドが回復傾向となり販促広告やイベント広告の取り扱いが改善しました。これに加え、年末年始の

繁忙期に向けた採用ニーズの高まりにより求人広告の取り扱いが拡大したことで生活情報誌の業績が堅調に推移した

ほか、Indeedの取り扱いも引き続き好調でした。

　また、生活情報誌とともに各家庭に配布する折り込みチラシ等のポスティングは顧客の販促マインドの回復等を背

景に、金沢、富山、高岡エリアにおけるチラシの取り扱いが拡大する等、順調に推移しました。

　さらに「ココカラ。」ブランドで展開するコンシェルジュサービスは転職領域、住宅領域、ブライダル領域の全て

の領域で増収となる等、引き続き好調でした。

　この結果、情報出版事業の売上高は1,581百万円（前年同四半期比15.6％増）、営業利益は177百万円（同225.5％

増）となりました。

（IT・ネット関連事業）

　IT・ネット関連事業において、「日本の人事部」関連サービスでは、コロナ禍により顧客企業を取り巻く環境が大

きく変化しております。こうした中、業務の効率化・省力化・IT化、さらには社員のモチベーションや定着率向上の

ためのエンゲージメント強化等への関心の高まりや、人材採用及び人材育成関連企業の業況の回復を背景に、人事・

労務に関するポータルサイト「日本の人事部」の広告収入が大きく増収となりました。また、2021年11月に開催した

オンライン人事イベント「ＨＲカンファレンス2021-秋-」も出展社数及び売上高が過去最高を更新し、「日本の人事

部」関連サービスの業績拡大に貢献しました。

　また、システム開発は、企業のシステム投資が徐々に回復してきたものの、これに対応する開発エンジニアの獲得

競争が激化しております。こうした中、既存顧客を含め積極的な案件受注に努めるとともに、ラーニング分野のエン

ジニアも活用して開発リソースを確保したことで、業績は堅調に推移しました。一方、ラーニング分野では、エンジ

ニア不足を背景に企業の研修ニーズが高まりつつある中、個社ごとの単独研修の営業強化に加え、厚生労働省認定の

求職者支援制度訓練実施校として講座開設や集合研修等にも取り組みましたが、コロナ禍の影響により集客に苦戦し

減収となりました。

　この結果、IT・ネット関連事業の売上高は1,182百万円（前年同四半期比18.8％増）、営業利益は435百万円（同

82.3％増）となりました。

（海外事業）

　海外事業では、北中米（米国・メキシコ）において、米国では経済環境の回復により企業の採用ニーズが引き続き

改善する中、人材紹介が好調だったほか、人材派遣も改善傾向となりました。一方、メキシコではコロナ禍に伴うサ

プライチェーンの混乱や半導体不足による経済環境の悪化を受けて企業の採用ニーズが落ち込み、人材紹介が減収と

なりました。

　アジア（中国・ベトナム・タイ）において、中国ではゼロコロナ政策による局地的なロックダウンや電力供給制限

による生産活動の停滞、個人消費の減少等に伴い経済回復のペースが鈍化する中、重点顧客への営業強化により人材

紹介が増収となりました。また、人事労務コンサルティングは相談顧問サービスが堅調だったほか、教育研修の新規

受注等もあり、引き続き順調でした。ベトナムでは新型コロナウイルス感染拡大に伴うロックダウンによる営業活動

の制限や経済環境の悪化に伴う企業の採用マインド低下、採用活動の中断等により人材紹介が減収となりました。一

方、タイでもロックダウンが行われましたが、現地タイ企業に加え、中国や台湾、欧米系企業への営業強化に努め、

人材紹介が増収となりました。

　英国では、2021年７月のロックダウン解除以降、新型コロナウイルスの感染者数が一進一退を続けつつも経済活動

は正常化に向かいました。こうした中、アフターコロナを見据えた人材獲得に動く企業も出始める等、引き続き拡大

する企業の採用ニーズを受け、人材紹介及び人材派遣の業績は順調に推移しました。

　また、これら海外各社に対して、当社グローバル事業本部が営業支援を行っており、国際間の転職支援（クロス

ボーダーリクルートメント）や現地での転職希望登録者獲得のためのサポート等に取り組みました。

　この結果、海外事業の売上高は687百万円（前年同四半期比19.7％増）、営業利益は24百万円（前年同四半期は営

業損失68百万円）となりました。
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②財政状態

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、17,061百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,958百万円

増加しました。主な要因は、現金及び預金、投資有価証券が増加したこと等によるものであります。

　負債合計は、4,603百万円となり、前連結会計年度末と比較して187百万円増加しました。主な要因は、買掛金、短

期借入金が減少しましたが、未払法人税等、未払消費税等、繰延税金負債が増加したこと等によるものであります。

　純資産合計は12,457百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,770百万円増加しました。主な要因は、親会社

株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加であります。なお、自己資本比率は73.0％と前連結会計

年度末と比較して2.3ポイント改善しました。

（2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（3）経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状

況を判断するための客観的な指標等について重要な変更はありません。

 

（4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な

変更はありません。

 

（5）研究開発活動

　該当事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2021年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2022年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 19,098,576 19,098,576
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 19,098,576 19,098,576 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年10月１日～
2021年12月31日

－ 19,098,576 － 351,317 － 271,628

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2021年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

    2021年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 261,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 18,831,100 188,311 －

単元未満株式 普通株式 6,276 － －

発行済株式総数  19,098,576 － －

総株主の議決権  － 188,311 －

 

②【自己株式等】

    2021年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社クイック
大阪市北区小松原町

２－４
241,200 － 241,200 1.26

株式会社クロノス
大阪市中央区久太郎

町３－３－９
20,000 － 20,000 0.10

計 － 261,200 － 261,200 1.36

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2021年10月１日から2021

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,151,779 9,642,660

受取手形及び売掛金 1,989,492 1,803,304

その他 324,936 329,363

貸倒引当金 △2,397 △2,110

流動資産合計 10,463,810 11,773,218

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 835,006 800,199

車両運搬具（純額） 2,242 2,236

工具、器具及び備品（純額） 99,159 79,097

土地 276,869 276,869

リース資産（純額） 8,244 6,323

建設仮勘定 － 45,000

有形固定資産合計 1,221,521 1,209,725

無形固定資産   

ソフトウエア 629,824 833,908

ソフトウエア仮勘定 127,079 80,451

のれん 69,517 61,977

その他 10,659 10,659

無形固定資産合計 837,080 986,997

投資その他の資産   

投資有価証券 1,732,291 2,207,118

敷金 685,835 681,985

繰延税金資産 105,202 93,827

その他 62,336 116,307

貸倒引当金 △4,318 △7,390

投資その他の資産合計 2,581,347 3,091,848

固定資産合計 4,639,949 5,288,571

資産合計 15,103,760 17,061,789
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 492,089 347,080

短期借入金 299,957 194,000

未払金 1,088,965 1,054,287

未払費用 544,457 686,205

未払法人税等 331,134 665,656

未払消費税等 284,294 449,968

賞与引当金 594,263 497,784

役員賞与引当金 35,310 －

資産除去債務 570 2,261

その他 418,942 206,830

流動負債合計 4,089,986 4,104,074

固定負債   

繰延税金負債 210,889 393,769

資産除去債務 98,856 98,407

その他 16,541 7,569

固定負債合計 326,287 499,746

負債合計 4,416,273 4,603,821

純資産の部   

株主資本   

資本金 351,317 351,317

資本剰余金 391,392 391,392

利益剰余金 8,879,353 10,296,863

自己株式 △16,005 △16,171

株主資本合計 9,606,057 11,023,401

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,092,767 1,419,444

為替換算調整勘定 △13,579 13,622

その他の包括利益累計額合計 1,079,188 1,433,067

非支配株主持分 2,241 1,500

純資産合計 10,687,486 12,457,968

負債純資産合計 15,103,760 17,061,789
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 14,534,289 17,569,917

売上原価 5,296,744 6,010,860

売上総利益 9,237,544 11,559,057

販売費及び一般管理費 7,491,804 8,320,558

営業利益 1,745,740 3,238,499

営業外収益   

受取利息 1,335 1,177

受取配当金 8,785 8,044

助成金収入 155,376 7,759

その他 12,878 24,357

営業外収益合計 178,376 41,338

営業外費用   

支払利息 3,663 1,728

為替差損 3,532 1,871

その他 66 66

営業外費用合計 7,262 3,665

経常利益 1,916,854 3,276,172

特別利益   

固定資産売却益 1,580 －

特別利益合計 1,580 －

特別損失   

固定資産売却損 227 －

固定資産除却損 55 782

事務所移転費用 7,569 －

特別損失合計 7,852 782

税金等調整前四半期純利益 1,910,582 3,275,390

法人税、住民税及び事業税 463,059 941,792

法人税等調整額 123,601 51,403

法人税等合計 586,661 993,195

四半期純利益 1,323,920 2,282,194

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △2,834 △1,834

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,326,755 2,284,028
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益 1,323,920 2,282,194

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 326,121 326,676

為替換算調整勘定 △17,147 27,957

その他の包括利益合計 308,974 354,634

四半期包括利益 1,632,895 2,636,829

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,634,873 2,637,907

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,978 △1,078
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、顧客との約束が財又はサービスを他の当事者によって提供されるように手配する履行義務である

場合には、代理人として純額で収益を認識しております。また、契約上、返金義務のあるものに関しては、過去

の返金実績より返金額を見積もり返金負債とし、取引価格からその金額を控除し、収益を測定することとしてお

ります。

　当該会計方針の変更は、原則として遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

　この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期連結累計期間の売上高は401,583千円減少し、売上原価

は404,283千円減少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ2,700千円増加しておりま

す。また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前期首残高は

6,465千円減少しております。

　なお、収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、流動負債に表示して

いた「返金引当金」は、第１四半期連結会計期間より流動負債の「その他」に含めて表示しております。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表に

与える影響はありません。

 

（追加情報）

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積りにおいて、前事業年度の有価証券報告書の（追加

情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定について重要な変更はあり

ません。

（四半期連結貸借対照表関係）

　該当事項はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

　該当事項はありません。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

減価償却費 158,892千円 218,158千円

のれんの償却額 9,812 10,785

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日

定時株主総会
普通株式 433,720 23.00  2020年３月31日  2020年６月29日 利益剰余金

2020年10月30日

取締役会
普通株式 339,433 18.00  2020年９月30日  2020年12月１日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、連結子会社が保有する親会社株式に対する配当金を含めております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月22日

定時株主総会
普通株式 490,292 26.00  2021年３月31日  2021年６月23日 利益剰余金

2021年10月29日

取締役会
普通株式 377,146 20.00  2021年９月30日  2021年12月１日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、連結子会社が保有する親会社株式に対する配当金を含めております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日 至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
人材サー
ビス

リクルー
ティング

情報出版
IT・ネット
関連

海外
（注）３

計

売上高         

顧客との契約か

ら生じる収益
10,136,524 1,459,976 1,368,109 995,286 574,391 14,534,289 － 14,534,289

その他の収益 － － － － － － － －

外部顧客への売

上高
10,136,524 1,459,976 1,368,109 995,286 574,391 14,534,289 － 14,534,289

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

3,857 8,107 5,846 61,295 668 79,775 △79,775 －

計 10,140,382 1,468,084 1,373,956 1,056,581 575,060 14,614,064 △79,775 14,534,289

セグメント利益又

は損失（△）
2,125,649 △14,826 54,607 239,007 △68,883 2,335,555 △589,815 1,745,740

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△589,815千円には、セグメント間取引消去84,254千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△674,069千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．海外事業に属する国又は地域は、日本・米国・中国・メキシコ・英国・ベトナム・タイであります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日 至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
人材サー
ビス

リクルー
ティング

情報出版
IT・ネット
関連

海外
（注）３

計

売上高         

顧客との契約か

ら生じる収益
12,218,172 1,900,166 1,581,855 1,182,149 687,573 17,569,917 － 17,569,917

その他の収益 － － － － － － － －

外部顧客への売

上高
12,218,172 1,900,166 1,581,855 1,182,149 687,573 17,569,917 － 17,569,917

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

208 10,129 5,302 70,533 － 86,173 △86,173 －

計 12,218,380 1,910,296 1,587,157 1,252,682 687,573 17,656,091 △86,173 17,569,917

セグメント利益 2,897,977 287,397 177,760 435,791 24,208 3,823,135 △584,636 3,238,499

（注）１．セグメント利益の調整額△584,636千円には、セグメント間取引消去96,802千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△681,439千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．海外事業に属する国又は地域は、日本・米国・中国・メキシコ・英国・ベトナム・タイであります。
 

EDINET提出書類

株式会社クイック(E05232)

四半期報告書

15/19



２．報告セグメントごとの変更等に関する事項

（セグメント区分の変更）

　前連結会計年度において、報告セグメントの区分を変更しており、前第３四半期連結累計期間のセグメン

ト情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載しております。

 

（会計方針の変更）

　（会計方針の変更）に記載のとおり、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月

31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事

業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の利益又は損失の測定方法により

作成したものを記載しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりです。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

　１株当たり四半期純利益 70円43銭 121円25銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 1,326,755 2,284,028

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
1,326,755 2,284,028

普通株式の期中平均株式数（千株） 18,837 18,837

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

2021年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………377,146千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………20円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2021年12月１日

（注）　2021年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年２月10日

株式会社クイック

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

大阪事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 廣田　壽俊

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 谷間　薫

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クイッ

クの2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2021年10月１日から2021年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クイック及び連結子会社の2021年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点

において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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